
骨材や混和剤の種類が少なかった時代には，スランプ試験により求められたコンシステンシーにより，ワーカビリティー
の間接的な評価が可能でした。しかし，良質な骨材が枯渇化したことや多種多様な混和材の利用促進など，コンクリー
ト用材料が多様化されたことと混和剤の多機能化により，スランプ試験だけでコンクリートのフレッシュ性状を評価す
ることは難しくなっています。コンクリートのフレッシュ性状を評価する試験方法はいくつか提案されていますが，ほ
とんどが新たな装置を使用する方法で，現場での検査方法としては普及しにくい問題が存在します。コンクリートのフ
レッシュ性状を定量的に判断できる簡易な評価方法を確立するのが本研究の目的です。

現場では，スランプ試験後，スランプ板を叩いて，コンクリートの変形状態を観察することでコンクリートの分離抵抗
性を判断することが多いのですが，定量的な評価には至っていません。本研究では，実験を通じて，スランプが 5～
15cm であるコンクリートを対象として，どこまで叩けばいいか，何を見て良否を判断すればいいかを明らかにし，分
離抵抗性を簡易に，かつ定量的に評価する方法を確立しました。

スランプ試験後の試料をスランプフローが 47cm になるまでハンマーでスランプ板を叩いた後，コンクリート試料上面
の円形の有無を確認することによりコンクリートの分離抵抗性を評価することができます。　 
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叩き試験による試料上面の円形変化状態（標準配合） 叩き試験の状況

コンクリートの分離抵抗性に関する簡易な定量的評価方法の開発
分離抵抗性の定量的な評価手法の開発により充填不良を回避
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